
　8月25日から十日間の日程でドイツを旅行した。私にとって十二年ぶり、三回目の
ドイツ旅行である。
　フランクフルトには夕刻着いたのだが、驚いたことにコートを着ている人が少な
からずいた。私のように、半袖のTシャツの上に薄手のブルゾンを羽織っているだけ
という軽装の人はほとんど見かけない。日中こそ20度を超える所もあるが、深夜や
早朝は10度を下回るのであるから、厚着するのも無理はない。ドイツは北国だと再
認識した。
　彼我の気温の違いはともかく、今回久し振りにドイツを旅して、驚かされることがいくつかあった。
これらの諸点について、以下で紹介していきたい。
　先ず、街にイスラーム教徒の姿が目立ったことが挙げられる。イスラーム教徒といえば、かなり以前
から出稼ぎ労働者のトルコ人が、故国から家族を呼び寄せて定住するようになり、それが外国人排斥を
求める極右勢力の攻撃の対象となり、問題化している。十二年前にも、ヴュルツブルクの中心部を歩い
ていたら、「Aus !（出て行け）」と胸に大書した揃いのTシャツを着たスキンヘッドの逞しい大男の集団
が、「Aus !」と叫びながら列を成して街を練り歩くのに出くわしたことがあった。私を一瞥しても全く
意に介さなかったことからも、この「出て行け」の対象がトルコ人であることは容易に察しがついた。ト
ルコ人は、同じイスラーム教徒でも宗教的拘束が比較的緩やかで、服装も自由である。ここで私が言っ
ているのは、彼らのことではない。どこの出身かはわからないが、ヒジャブなど宗教的規定に従った衣
装を着用した中近東系の女性のことである。しかも、街中で物乞いをしているのである。私自身、到着し
た翌日の朝に、フランクフルト中央駅の地下街のスタンドで、ドイツ人の通勤者に交じってパンとコー
ヒーを買おうとしていたら、小さな子連れの若い女性が近寄ってきて、「この子たちに何か食べさせて
あげたいから、お金を頂戴」とせがまれた。メキシコにいた時に、現地の先住民女性から物乞いをされた
ことはしばしばあったが、世界でも屈指の先進国ドイツの、しかもヨーロッパの金融の中心地フランク
フルトでこんな体験をしようとは思いもしなかった。
　目立ったというと、犬を連れた人の姿もよく見かけた。日本でも犬を連れて散歩する人は珍しくない
が、それは住宅地、あるいは都市でも飼い主が住んでいる家の近くでの話であろう。ところがドイツで
は、街中に犬連れの人が結構いるのである。犬のために散歩に出ているのではなく、自分たちの外出に
犬を連れて行っていると言った方が正しい。従って、この犬たちは飼い主に伴って街中を歩くだけでな
く、店やデパートに入る、電車やバスに乗ってくる、場合によってはレストランの中にも入ってくる。法
令で認められているのであろう。犬好きの私にとってはほのぼのとした光景なのだが、ドイツには犬が
苦手の人はいないのだろうかと、他人事ながら心配になった。また、前提として、犬が野外で排泄行為を
しないようしつけられているのであろう。日本での犬の散歩のように、排泄物処理用のバッグを持って
いる人など誰一人いなかったし、また排泄行為をする犬は（小も含めて）一匹も見かけなかった。
　最後に、辟易させられたのが、路上喫煙の多さである。どこにいても煙草の臭いが漂ってくる。元々喫
煙率の高い国である上に、屋内禁煙の場所が多いので、屋外では思う存分吸おうと思っているのか知ら
ないが、至る所で煙草を吸っている。当然、吸い殻はポイ捨てである。環境保護先進国であるはずのドイ
ツのこの喫煙の現状には違和感を覚えると同時に、かなり落胆させられた。自然と人工が優美に調和し
た素晴らしい景色を堪能し、拙いドイツ語ながら様々な人々と会話を交わし、ドイツの良さを満喫した
旅だったが、この点だけは残念だった。

題　字　：　初代所長　竹屋　芳昭
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放送大学　大分学習センター
開設20周年記念講演会・式典

ご来賓の方・他学習センター
の方・学生サポーターの皆様、

　ありがとう
　　　ございました。

　放送大学大分学習センター開設20周年記念講演会・式典を、上記の

日時で開催しました。

　当日の講演会では、岡部洋一学長を招き講演をしていただき、式典

も日頃からお世話になっているたくさんの方々にお越しいただき盛大

に開催することができました。

　当日は職員だけでは手がたりず、学生サポーターの皆様に協力して

いただきました。この場を借りてお礼を申し上げます。

　今後も25年30年と学生の皆様、地域の皆様に愛され活用されるよう

職員一同努力してまいりますので、今後ともよろしくお願いいたしま

す。

日　時：平成26年10月4日（土）

場　所：ホルトホール大分　3階大会議室

講演会14：30～16：00
式　典16：30～17：00
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ご卒業おめでとうございます
平成26年9月27日（土）に、別府大学大分キャンパス文化ホールにおいて、平成26年度第1学期学位記授
与式が行われました。教職員一同、心よりお祝い申し上げます。

　教養学部　

　・生活と福祉コース １名

　・心理と教育コース ４名

　・人間と文化コース １名

　・社会と産業コース ４名

　　計　10名　累計 475名

大分学習センター卒業者・修了者数

～　謝　　辞　～

五十嵐所長を囲んで記念撮影

　このたび放送大学を卒業することができますことに諸先生方をはじめ、支えてくださった学習センターの職員の方々、職場
の同僚らに深く感謝申し上げます。
　早いもので放送大学に入学したのが2009年4月ですから、もう5年半もたちます。今思い出しますと、私と放送大学の出会い
は放送大学の単位が教員免許の単位として認められると知ったことからでした。単位を取るうちに放送大学の講義が非常に
自分にとっての学びになり、編入学できることを知り編入学を決意しました。しかし、まさか無事にこの日を迎えることにな
るとは想像していませんでした。
　私は大学を卒業していましたが、ずっと自分には何も専門と呼べるものがないなと思っていました。自分が現役の学生の頃
はサークル活動にはがんばりましたが恥ずかしながら、あまり大学で何かを学んだといえるようなものはありませんでした。
しかし、社会人になってから自分の興味のあるもの関心のあるものをもっともっと詳しく知りたいなあと思ったのです。現役
の学生時代の大学は単位を取るため、卒業するための勉強でした。しかし、今、社会人になってからの勉強は誰に頼まれた訳で
なく、しなければならないものでもなく、正に自分が知りたいから、学びたいから勉強しているのだと思います。
　今、iPhoneなどが流行していますが、「マーケティング」や「国際経営」の授業をでグローバル企業やブランディングの手法や
戦略を学ぶことができました。海外ではイスラム国の問題が毎日ニュースを賑わしていますが、「現代の国際政治」や「国際理
解のために」では、宗教の違いや考え方、今起こっていることの時代背景、問題の複雑さを学ぶことができました。
　今年度初めて面接授業に参加しました。「現代の国際政治」を執筆された高橋一夫先生の講義をぜひ直接お会いして受講し
てみたいと思い、北九州まで行き、最近の国際情勢をふまえ有意義な講義を聴くことができました。そこには、とても熱心に質
問をするたくさんの学生の姿にも出会いました。無理を言って一緒に記念撮影までさせて頂きました。このように、全部は言
い切れませんが、働いたり、生活していて直面した課題に応じた多様な講義が用意されているのが放送大学の醍醐味であり、
すばらしいところだと思います。
　しかし、やはり卒業するとなると生易しいものではなく、大分に試験を何度も受けにいったり、ビデオ教材を郵送で何度も
借りてきたり、試験前には教科書を繰り返し読むこと等は大変なことでもありました。私が在籍している間にも学習環境は進
化していき、インターネットで授業がストリーミングで見れるのは本当に有り難く学びやすい環境で勉強することができま
した。先ほど述べたように、自分には専門と呼べるものがないと思っていました。しかし、今はそれでよいと思うようになりま
した。「教養」という素晴らしい専門が私にはできました。広く浅くという言葉はあまりよい意味では使われませんが放送大学
は正に　「広く　そして　深く」学べる大学であると思います。私は特別支援学校の教員をしていますが、一年間研修する機会
を与えられ、現在大学の附属施設で授業実践の研究をしています。そこでは、特別支援学校の授業におけるICT機器の活用に
ついて研究をしています。そこで、今は「情報」についてもっと詳しく知りたいなあ、勉強したいなと思うようになりました。
　今日で放送大学を卒業しますが、また新たに「情報コース」に再入学して学問を続けていきたいと思っています。社会人に
なって働きながらこのように勉強できることをとても有り難く感じています。本当にありがとうございました。

（卒業生　渡辺　耕平）
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面接授業追加登録のお知らせ
　面接授業とは、教員から直接指導を受ける授業で、教養学部生のみが履修できます。85分の授業を8回実施
し、出欠状況と担当教員から出される課題・レポートの提出及び学習状況により評価を行い、合格者には1単
位が認定されます。申請方法等は授業を開設する各学習センターにお問い合わせください。
■追加登録日程
　＜空席発表＞10月17日（金）12時
　　　　　　　【キャンパスネットワークホームページと大分学習センター掲示版でお知らせします。】
　＜登録期間＞科目ごとに定められた追加登録受付期限日
　　　　　　　【10月24日（金）から1月6日（火）まで】
■追加登録申請方法
　追加登録初日（10月24日（金））…定員人数を超えた科目は抽選を行います。

それ以外の科目は先着順に随時登録します。
≪対 象 者≫　　・抽選日当日朝10時までに来所された方
　　　　　　　　・郵送にて10月22日（水）までに大分学習センターに必要書類が到着した方

＝来所による申請について＝以下のものを必ず持参して下さい。
【追加科目登録申請書・学生証・授業料（1科目：5,500円）】

＝郵送による申請について＝申請の前に空席状況を確認し、以下の書類を現金書留にてお申し込みください。
郵送による申請は現金書留のみでの受付となり、追加登録受付初日以前に窓口
での受付・お預かりはできません。
【追加登録申請書・授業料・学生証コピー・返信用封筒（切手貼付・宛名明記）】

※期限内に郵便が届かなかった場合や、郵便が届いた際すでに空席がなかった場合、あるいは、申請内容に不備がある場合は、返送
にかかる経費（現金書留郵便代）を授業料から差し引いた金額を返送いたしますので予めご了承ください。

通信指導について

■通信指導送付時期
通信指導問題は、印刷教材と一緒に郵送されます。（一部の新規開設科目については別に送付する場合があ
ります。）
11月5日（水）までにご自宅に届かない場合や、科目登録した科目と異なる科目の問題が届いた場合、又は落
丁等があった場合は大学本部（℡：043-276-5111（総合受付））に連絡してください。
■提出期間　
　郵送：11月13日（木）～11月29日（土）必着
　※提出期限を過ぎて到着したものは受理されませんので、余裕をもって送付してください。
　Web：11月6日（木）10：00　～　11月29日（土）17：00　まで
　※利用するパソコン及びネットワーク環境によるトラブルにより提出が間に合わなかった場合でも、未提
出扱いとなりますので、余裕をもって提出（送信）してください。

■評　価
当該科目の担当教員が添削を行い、1科目ごとに返送されます。
＜添削結果返送時期＞
平成26年1月中旬（1月14日（水）までに届かない場合は、大学本部に連絡してください。）

通信指導を提出し合格しないと、単位認定試験を受験できません。
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図書・視聴学習室からのお知らせ図書・視聴学習室からのお知らせ
【インターネット配信】

　自宅からキャンパスネットワー
ク・ホームページに接続可能な学
生を対象にテレビ科目は一部の科
目をラジオ科目は全ての科目をイ
ンターネットで配信しています。
配信科目についてはネットにてご
確認ください。

図書・視聴学習室利用時間 
曜　日 利用時間

月曜日・祝日

通 常 期 間

単位認定試験期間

閉 館 日

火～日

火～日

9：30～18：00

9：00～19：00

貸出について
＜館内での視聴貸出＞

❖1回につき1巻ずつ受付を行ってください。
　（視聴が終わりましたら、ヘッドホンと放送教材を受付までお持ちください）

＜館外貸出＞
❖貸出範囲・・・科目登録している科目
❖貸出本数・・・放送教材　1回につき3巻まで
　　　　　　　　図　　書　1回につき　学部生4冊まで　大学院生6冊まで
❖貸出期間・・・放送教材　1週間（期限厳守でお願いします！）
　　　　　　　　図　　書　1ヶ月

◆郵送による貸出も行っています
　申込書・学生証のコピー・切手が必要です。（返信には送付された封筒をご使用ください）

《年末年始の閉館日》 《停止期間》
○館外貸出停止期間
　1月10日（土）～2月3日（火）　
　※郵送貸出は1月9日（金）申込書到着分まで

○文献複写受付停止期間
　1月23日（金）～2月1日（日）

12月28日（日）～2015年1月5日（月）
※12月27日（土）は、昼12時に閉館します。 
※年末年始も返却ポストをご利用いただけます。
　ご注意ください。

※1月30日（金）は閉所日です。

蔵書検索システム（OPAC）を使ってみよう！

【OPAC検索 URL】　http://webopac.ouj.ac.jp/

OPAC検索では、大分学習センターだけでなく、附属図書館（本部図書館）や全国の学習センターに所蔵
されている図書や文献を、ご自宅のパソコンで検索、予約（本部図書館の
み）することも可能です。
また、全国の大学図書館等の総合目録Webcatとの横断検索も可能です。

図書・視聴学習室より
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◎平成27年度第1学期願書受付期間  

◎オープンキャンパス実施 

出願受付：平成26年12月1日（月）～平成27年2月28日（土）

日　時：1月18日（日）、2月8日（日）、2月15日（日）、3月8日（日）  
場　所：放送大学　大分学習センター　2Ｆ合併教室
時　間：１３時３０分～１５時まで 

※放送大学のHPからも簡単な操作で出願することができます！！

※電話にてお申し込みください。当日参加も受け付けております。

広報担当よりお願い

　平成26年度2学期学生募集では、ご友人の紹介やオープンキャンパスの呼びかけ等、広報活動にご協力い
ただき感謝いたします。
　学生の皆様に、引き続きお願いがあります。職員一同いろいろな広報活動をおこなっておりますが、一番
効果的な広報活動が、在学生からの広報活動です。皆様が声をかけていただいた方が、出願されることが多
くみられます。
　放送大学の名前は知っているけど内容をよく知らないという方が多く、皆様の一声で、何とかセンターに
足を運んでいただいたり、お電話で連絡をいただければと思っております。
　学生の皆様には今一度、職場の方や周囲の方々に広報活動をしていただき、下記のオープンキャンパス等
に呼びかけをしていただければと思います。
　まだ放送大学の良さを知らない方々に、何とか周知出来るよう職員一同も出来る限りの広報活動に頑張り
ます。よろしくお願いします。

公開講座のお知らせ
　11月  8日（土）13：30～15：00　大分県立図書館
　　　「物覚えと物忘れ」　　　講師　前田　明（大分大学教授）

　  1月17日（土）14：00～16：30　大分県看護協会看護研修会館
　　　「江口章子と北原白秋」　講師　後藤　惣一（元大分大学教授）

2015年
　  2月  7日（土）13：30～15：00　大分県立図書館
　　　「雨と日本人～緑の雨・紅い雨・黒い雨・白い雨～」
　　　　　　　　　　　　　　講師　花宮　廣務（元大分気象台台長）

　  2月24日（土）13：30～15：00　大分県立図書館
　　　「死ぬ星・生まれる星」　講師　仲野　誠（大分大学教授）

11月9日（土）13：30～15：00　大分県立図書館
 「マヤ文明入門～「マヤの予言」とは何だったのか？」
 講師　佐藤　孝裕（別府大学教授）

12月8日（日）14：00～16：00　大分県看護協会看護研修会館
 「子どもを虐待する親、虐待された子どもの心理」
 講師　髙橋　泰夫（元鹿児島大学教授）

2014年
2月8日（土）13：30～15：00　大分県立図書館
 「子どもの問題行動～その心理と背景」
 講師　髙橋　泰夫（元鹿児島大学教授）

3月8日（土）13：30～15：00　大分県立図書館
 「パラサイトから見た生命」
 講師　長谷川　英男（大分大学教授）

★上記の日程で公開講座を開催いたします。一般の方も参加可能です。職場の方や周囲の方々に声を
かけて一緒に参加してください。電話にてお申し込みください。当日参加も受け付けております。

平成２7年度第１学期学生募集がはじまります。

参加費
無　料
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●学生研修旅行
 日　　時：11月3日（月）
 場　　所：サッポロビール日田工場・豆田町・小鹿田焼の里
 参 加 費：3,000円（ゆふ会会員は2,700円）
 締　　切：10月24日（金）

●明日を語る交流の集い（忘年会）
 日　　時：12月6日（土）
 場　　所：未定（後日センターに掲示します）
 参 加 費：未定（後日センターに掲示します）
　　　　　　（ゆふ会会員は会費の一割を割引します）
 締　　切：11月28日（金）

●第20回親睦ゴルフ大会
 日　　時：11月10日（月）　8：00集合
 場　　所：別府扇山ゴルフ倶楽部
 参 加 費：プレー代＋1,500円
 締　　切：11月1日（土）

●第11回グラウンドゴルフ大会
 日　　時：11月17日（月）　11時～13時
 場　　所：別府大学大分キャンパスグラウンド
 参 加 費：無料
 締　　切：11月11日（火）

●第24回テニス大会
 日　　時：11月24日（月）　時間未定
　　　　　　 （後日センターに掲示します）
 場　　所：別府大学
 　　　　　大分キャンパステニスコート
 参 加 費：未定
 締　　切：11月15日（土）

今後の行事予定 ※行事に参加されたい方は事務室窓口・またはお電話にてお申し込みください。

ゆ ふ 会
　大分学習センターは学友会・同窓会を平成26年度後期より一本化し、大分学習センター同窓会
（通称）ゆふ会となりました。これまでの学友会・同窓会の会員様はそのまま大分学習センター同窓
会（通称ゆふ会）へと移行されます。
　またゆふ会の会員在学生及び卒業生は学生行事の会費が経費より一部負担されます。この機会に
ゆふ会へ入会されさまざまな行事に参加してみませんか？

　■入会金　10,000円（終身会費）
　■申込先　大分学習センター事務室
　　　　　　随時入会申込みを受け付けています！！

hhhhhhhhhhhhhhh
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今後の予定（10月～1月）

10月 4日 大分学習センター20周年記念式典
 13日 自然探勝と食味の会　（中止）台風のため
 18・19日 面接授業「心理学への招待」
 25・26日 面接授業「水彩画入門」

11月 1・2日 面接授業「スペイン語」
 3日 第26回学生研修旅行
 6日 通信指導提出開始（Web）※29日～17時まで
 8日 公開講座「物覚えと物忘れ」（大分県立図書館）
 8・9日 面接授業「近代政治理論の展開」
 10日 第20回親睦ゴルフ大会
 13日 通信指導提出開始（郵送）　※29日必着
 15・16日 面接授業「心理学実験2」
 17日 第11回グラウンドゴルフ大会
 24日 第4回テニス大会
 29・30日 面接授業「海流の科学」

12月　　6日 明日を語る交流の集い（忘年会）
 6・7日 面接授業「民事法入門」
 13・14日 面接授業「初歩からのパソコン」
  面接授業「日本語はどんな性格の言語か？」
 20・21日 面接授業「すぐ使える英会話」
 28日 臨時閉所

1月 4日 臨時閉所
 10日 館外貸出　※2月3日まで
 10・11日 面接授業「人体と細胞の物理」
 17日 公開講座「江口章子と北原白秋」（看護協会）
 23・24日 単位認定試験（大学院）
 25～2月1日 単位認定試験（学部）
  ※26日・30日は閉所日

※塗りつぶしは閉所日です。
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